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広渡小学校に待望の　プ　ー　ル完成
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人のうこき（盟親整）
人　　口　11，378人（＋46）

第　　　　5．461（＋19）

女　　　　5，917　（＋27）

世帯数　　　3，161声（＋　9）

（）内は前月比

誕花㊧20⑮111
生
石暦日　日　日　日　日 三三－

畏
　
月
（
な
か
つ
き
）

破
長
月
を
つ
め
た
も
の
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竃　遠賀町財政事情の公表（上）薫
電　　一昭和51年度決算見込額の概況一　　畠
鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
弟やややや呼や華ややややややややややや申ややや呼や呼や華ややややややややややややや拾

想；∴∴i胎　47　48　49　50　51　　十

昭和51年度一般会計収入状況表

費　　　　　　　目 �決　算　額 　（千円） �対前年度増減額 　（千円） �構成比　％ 

1　町　　　　　　　　　税 �285，819 �36，762 �12．1 

14，493 �5，960 �0．6 

3　娯楽施設利用税交付金 �21，540 �1，133 �0．9 

4　自動車取得税交付金 �16，264 �△1，352 �0．7 

5　地　方　交　付　税 �428，151 �194，666 �18．1 

6　交通安全対策特別交付金 �1，452 �59 �0，1 

7　分担金及び負担金 �14，303 �△38，951 �0．6 

8　使用料及び手数料 �4，034 �1，166 �0．2 

9　国　庫　支　出　金 �513，852 �127．259 �21．7 

10　県　　支　　出　　金 �184，770 �135，091 �7．8 

11財　　産　　収　　入 �21，268 �3，235 �0．9 

12　寄　　　　附　　　　金 �11，800 �△4，029 �0．5 

13　繰　　　　入　　　　金 �63，600 �△36，775 �2．7 

14　繰　　　　越　　　　金 �111，362 �△91，641 �4．7 

15　諸　　　　収　　　　入 �227，908 �94，729 �9．6 

16　町　　　　　　　　　債 �446，800 �△89，170 �18．8 

歳　　入　　合　　計 �2，367，416 �338，142 �100．0 

お出か　けは、隣近所に一声か　けて

財
政
事
情
の

公
表
に
あ
た
っ
て

今
年
の
経
済
状
況
は
、
当
初
の
予
想

に
反
し
、
景
気
の
立
ち
宿
り
は
依
然
低

迷
状
態
か
ら
脱
出
し
て
お
ら
ず
、
早
く

回
復
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ろ
と
こ
ろ

です。一
方
、
昭
和
5
1
年
度
遠
賀
町
の
財
政

状
況
（
決
算
見
込
頼
）
で
は
、
職
人
二

十
三
億
六
千
万
円
、
践
出
二
十
一
億
八

千
万
円
種
に
な
り
、
財
政
窺
槙
も
伸
び

て
い
ま
す
。
今
度
、
そ
の
内
容
の
見
込

額
が
で
き
し
た
の
で
、
町
民
の
皆
様
方

に
ご
階
い
た
だ
き
、
町
政
に
対
す
ろ
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す。

六
億
四
千
七
百
七
十
八
万
八
千
円
で
し

た
が
、
そ
の
後
補
助
事
業
等
の
決
定
や

単
独
導
業
の
施
行
等
に
よ
り
、
最
終
予

筑
額
は
、
二
十
二
億
四
千
八
十
一
万
一

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
決
算
額
は
、
韻
入
二
十

三
償
六
千
七
百
四
十
一
万
六
千
円
、
歳

出
二
十
一
億
八
千
五
十
九
万
三
千
円
で

差
引
残
高
額
一
億
八
千
六
百
八
十
二
万

三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
年

度
へ
専
業
に
附
随
し
た
繰
越
し
は
な
く

実
質
収
支
額
は
一
億
八
千
六
百
八
十
二

万
三
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収

入

の

状

況

歳
入
総
額
は
二
十
三
億
六
千
七
百
四
十

一
万
六
千
円
で
、
前
年
に
比
べ
る
と
1
6

・
7
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い

ます。内
訳
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
収

入
全
体
の
な
か
で
園
庭
支
出
金
の
比
重

が
2
1
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
高
く
、

次
い
で
阿
倍
（
1
8
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
）

地
方
交
付
税
（
職
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
）

の
職
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
の
な
か
で
前
年
度
に
比
べ
て
減

額
に
な
っ
た
費
目
は
、
繰
越
金
（
備
・

1
パ
ー
セ
ン
ト
減
）
、
町
償
、
分
担
金

及
び
負
担
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
増
と
し
て
は
、
昭
和
㊦
年
度
に

該
渡
所
得
税
の
増
収
の
た
め
昭
和
5
0
年

度
で
減
額
さ
れ
て
い
た
地
方
交
付
税
が

昭
和
5
1
年
度
で
は
大
き
く
増
加
し
て
お

り
、
他
に
県
支
出
金
、
国
魅
支
出
金
等

が
調
停
に
比
べ
て
増
収
し
て
い
ま
す
。

昭
和
5
1
年
度

一
般
会
計
の
概
況

昭
和
5
1
年
度
の
当
初
予
算
額
は
、
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昭和51年度一般会計性貿別内訳

災蓄復旧寄食t
i∞9
02％

昭和51年度一般会計支出状況表

費　　　　目 �決算額 （千円） �対前年度 増減額 （千円） �稔蕩 

1　識　会　費 �38，167 �2，870 �1．7 

2　総　務　費 �256，247 �△101，056 �11． 

3　民　生　費 �219．225 �33，546 �10．1 

4　衛　生　費 �67，716 �△30，584 �3．1 

5　労　働∴費 �98，501 �3，484 �4． 7． 

6　農林水産業費 �170，321 �125，841 

7　商　工　費 �12，008 �△41 �0． 

8　土　木　費 �480．360 �60，610 �22． 

9　消　防　費 �54．757 �2，358 �2． 

10　教　育　費 �691，855 �122，807 �31． 

11災害復旧費 �5．039 �5，039 �0， 

12　公　債　費 �86，397 �37，807 �4． 

13　諮支出金 � � � 

14　予　備∴費 � � � 

歳　出　合　計 �2，180，593 �262，681 �100． 

性質別支出状況　　　　500．615円

区　　　　分 �決算額 （千円） �構成費 ％ 

人　　　件　　　穀 �297，656 �13．7 

物　　　件　　　費 �121，490 �5．6 

維　持　補　修　費 �24，300 �1．1 

扶　　助　　費 �131，380 �6． 

補　助　蕊　等 �157，998 �7． 

公　　　債　　　費 �86．397 �4．0 

積　　　立　　　金 �79，768 �3．7 

投資出費及び貸付金 �31，500 �1． 

繰　　　出　　　金 �12，809 �0． 

普通建設菰業費 �1，134，715 �52． 

災害復旧謹業賀 �5，039 �0． 

失業対策誌業賀 �97，541 �4．5 

合　　　　計 �2，180，593 �100． 

しんこうが、あおでもよくみてわたろうね

支

出

の

状

況

歳
出
総
額
二
十
一
億
八
千
五
十
九
万

三
千
円
で
、
前
年
に
比
べ
て
1
3
・
7
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
大
別
す
る
と
消
費
的
経
費
と

授
賞
的
経
費
及
び
そ
の
他
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
各
々
の
支
出
構

成
比
は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す。
前
年
度
よ
り
頭
語
に
増
え
た
費
目
は

広
渡
小
学
校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
等
建
設

の
た
め
の
普
通
建
設
専
業
費
（
3
1
・
9

パ
ー
セ
ン
ト
増
）
、
公
債
費
（
7
7
・
8

パ
ー
セ
ン
ト
増
）
が
主
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
住
民
負
担
の
状
況
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命令命令李命令季吟季吟命令余命命令命令命令季吟季吟命令余命合食命令命令吟命令命令命令

書　ゆっくり走ろう今日も安全　薫
筈　　　　9月21日～9月30日　　　　筈

釜　　秋の交通安全運動　　薫
余命余命余命命令命令今季命令命令命令命令命令合食吟命令命令季吟命令季吟季吟命令令命令

千代丸の横転撃破

みんなで守ろ　う　交通安全

交
通
事
故
　
の
現
状

交
通
部
故
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お

か
げ
で
、
昭
和
4
6
年
を
ピ
ー
ク
に
年
々

減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
一
時
は
県
下

的
人
に
の
ぽ
っ
宝
父
通
事
故
死
者
も
、

昭
和
5
1
年
に
は
棚
人
に
ま
で
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
2
9
年
に
死
者
が

細
入
を
越
え
て
以
来
じ
っ
に
滋
年
ぶ
り

に
恥
入
を
割
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
死
者
は
減
っ
た
と
は
い
え

運
転
者
数
、
車
両
台
数
当
り
の
死
傷
者

は
全
国
ワ
ー
ス
ト
第
2
位
と
い
う
状
態

で
、
ま
だ
ま
だ
い
ば
れ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
死
者
棚
人
と
い
う
数
字
は

遠
賀
町
で
た
と
え
れ
ば
老
良
地
区
の
全

人
口
よ
り
約
人
、
松
ノ
木
と
西
町
を
合

わ
せ
た
人
口
よ
り
も
多
く
の
人
が
5
1
年

中
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

発
生
件
数
は
約
2
万
6
千
件
で
、
町

民
一
人
が
年
間
2
回
疎
放
を
起
し
て
も

お
つ
り
が
く
る
だ
け
の
密
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
し
、
働
者
に
い
た
っ
て
は
約

三
万
五
千
人
、
つ
ま
り
町
民
一
人
が
年

3
回
以
上
ケ
ガ
を
し
た
計
算
に
な
る
ほ

ど
の
多
数
で
す
。

発
生
し
た
事
故
の
特
徴

発
生
す
る
交
通
郵
政
の
特
徴
を
調
べ

て
み
る
と

▽
未
青
年
者
居
の
事
故
率
が
高
い

年
令
別
で
は
2
0
歳
代
の
死
者
数
が
全

体
の
約
2
6
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
い

の
で
す
か
、
構
成
人
口
当
り
の
死
傷

者
は
舶
載
以
上
2
0
歳
未
満
の
未
成
年

眉
が
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

▽
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
死
者
が

全
体
の
約
5
2
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る
人

達
の
尊
敬
が
鵬
件
発
生
し
て
い
ま
す

▽
「
車
対
歩
行
者
事
故
」
の
大
部
分
は

横
断
中
の
事
故

道
路
を
椴
断
中
の
郵
政
が
全
体
の
7
4

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
と
く
に
横
断

歩
道
を
樅
断
中
の
事
故
が
発
生
件
数

で
1
5
パ
ー
セ
ン
ト
、
死
者
で
1
8
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
の
歩
行
者
保
護
思
想
の
徹
底
を

図
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
自
身
も
安

全
を
確
認
し
て
横
断
す
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
車
ど
う
し
の
事
故
の
5
2
パ
ー
セ
ン
ト

が
「
追
突
」
と
「
出
合
頭
衝
突
し

い
づ
れ
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
憩
一
つ

で
防
げ
る
も
の
で
す
。
基
本
的
交
通

ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
∇
皐
市
単
独
事
故
は
置
柱
衝
突
が
最
も

多
い

路
外
転
落
郵
政
が
こ
れ
に
つ
い
で
い

ます。
単
独
寧
故
の
大
部
分
は
、
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
す
ぎ
が
原
因
で
、
と
く
に
夜

間
や
郊
外
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

▽
速
度
、
酒
酔
い
運
転
に
よ
る
致
死
率

が
高
い

と
く
に
速
度
違
反
に
よ
る
事
故
は
4

件
に
一
人
の
割
合
で
尊
い
命
が
失
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
の

重
点
目
標

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今
年
も

9
月
2
1
日
（
水
）
か
ら
9
月
5
0
日
ま
で

の
1
0
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
が
一

斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
安
全
運
動
の
亜
点
目
標
は

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
粕
用
の
推
進

▽
歩
行
者
、
自
転
串
利
用
者
、
特
に
子

ど
も
と
老
人
の
事
故
防
止

▽
夜
間
に
お
け
る
交
通
郵
故
防
止

∇
踏
切
疎
放
の
防
止

▽
飲
酒
運
転
の
追
放

な
ど
で
す
。

特
に
飲
酒
運
転
は
、
折
尾
薯
脅
肉
で

毎
月
約
細
人
種
が
検
挙
さ
れ
、
そ
の
中

に
は
必
ず
町
内
の
人
の
名
前
が
あ
り
ま

す
。
飲
酒
運
転
に
よ
る
輩
故
は
大
き
く

な
り
か
ら
で
す
。
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転

し
な
い
、
運
転
者
に
は
酒
を
飲
ま
せ
な

い
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
部
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、
皆

さ
ん
1
人
1
人
に
事
故
を
な
く
そ
う
と

い
う
自
覚
を
持
っ
て
い
た
だ
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
昨
日
の
他
人
部
が
今

日
は
自
分
白
身
に
ふ
り
か
か
っ
て
こ
な

い
よ
う
に
、
愛
す
る
わ
が
子
を
、
夫
を

、
妻
を
、
親
を
失
な
わ
な
い
よ
う
に
。

交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
社
会
を
作
る

た
め
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
に
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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共　済　見　舞　金

l災害の程度 ��入　院　日　数 �金　額 

計死　亡 ��、、一一一一 　　‾‾一一一一一一、 �90 

計不具廃疾）＼　＿ ���60 
300　日以上 �16．5 

240日－299日 180日一・239日 ���「高言一一‾ ‾千千百‾ 

等 �150日－179日 ��‾‾百舌‾‾ 師の治　を　し �120日一・149日 �‾‾而‾ 
90日－119日 �‾而「 

級 �30日一59日 ��二重二 4．0 

30日未満 �3 �5 

四 �90日以上180日 �150日一179日 120日－149日 �＿」塑」 6．0 

等　　　未満の医師の冶 ��90日一一119日 �5 �0 
60日－89日 �4 �0 

30日一一59日 �3 �5 ‾－‾‾「而「‾‾ �2 �7 

五 �30日以上90日　一昔富三業＋ ��＿＿旦這＿ 2．7 

15日一一　29日 �2 �3 

15　日　未満 ���2 �0 

∴十：∴ ��15日－29日 �2 �0 

‾‾了51「末‾蒲－ �1 �4 

※入院をしない場合は各籍薮の最低額です。

※1、2等級は尊敬が直接の原因で365日以内に

死亡し、又は不具廃疾（労災の2等級相当）に

なられたとき支払います。

暴力は、見たら　聞いたら110　番

1
日
わ
ず
か
1
円
の
掛
金
で
、
最
高

0
0
万
円
の
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
こ
の

交
通
共
済
制
度
は
、
皆
さ
ん
か
ら
僅
か

な
掛
金
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
、
木
筆

に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
方
々
の

お
役
に
だ
て
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
相

互
扶
助
を
基
本
に
し
て
い
る
共
済
制
度

です。遠
賀
町
で
は
す
で
に
3
9
1
1
人
の

方
が
加
入
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

は
町
の
人
口
の
約
銃
パ
ー
セ
ン
ト
に
当

り
ま
す
。

交
通
事
故
で
見
舞
金
を
受
取
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は
な
い
に
こ
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
が
一
に
も
不
幸
に

し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
と
き
、
1

日
l
円
の
交
通
共
済
が
い
く
ぷ
ん
で
も

お
役
に
立
て
ば
と
思
っ
て
町
民
の
皆
さ

ん
に
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

＜
加
入
の
申
し
込
み
＞

9
月
中
に
ピ
ン
ク
色
の
申
し
込
み
用

紙
が
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、
用
紙

に
記
入
し
て
掛
金
と
と
も
に
区
長
さ
ん

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

ま
た
役
場
庶
務
課
で
も
加
入
申
し
込

み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

＜
加
入
資
格
＞

町
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
町
内
に
勤

務
先
の
あ
る
方

＜
掛
　
　
金
V

l
人
年
額
三
百
六
十
円
で
す
。
中
途

か
ら
加
入
さ
れ
る
と
き
は
1
カ
月
三
十

円
で
、
加
入
さ
れ
た
月
か
ら
次
の
9
月

ま
で
の
月
数
に
三
十
円
を
乗
じ
た
金
額

です。
∧
出
　
資
　
金
＞

今
年
新
し
く
加
入
さ
れ
る
世
帯
は
、

一
世
帯
に
つ
き
百
円
の
出
資
金
が
必
要

で
す
。
2
年
目
以
降
は
不
要
で
す
。

＜
共
済
期
間
＞

毎
年
1
0
月
1
日
か
ら
翌
年
の
9
月
5
0

日
ま
で
の
1
年
間
で
す
。
中
途
加
入
の

場
合
は
加
入
申
込
の
翌
日
か
ら
、
初
め

て
到
来
9
月
5
0
日
ま
で
で
す
。

＜
対
象
と
な
る
事
故
＞

自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
、
自
転

車
、
荷
車
、
牛
革
、
馬
車
、
耕
運
機
、

汽
車
、
能
事
、
気
動
車
、
ケ
ー
ブ
ル
カ

ー
、
空
中
ケ
ー
ブ
ル
、
リ
フ
ト
、
昇
降

機
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
北
九
州
市
営

渡
船
に
よ
る
国
内
で
の
事
故
で
、
道
路

交
通
法
に
よ
る
道
路
上
で
前
謁
の
乗
用

具
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
に
対
し
て

見
舞
金
を
支
払
い
ま
す
。

但
し
、
次
の
場
合
は
見
舞
金
の
支
払

い
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
契
約
者
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失

に
よ
る
疎
放

▽
無
免
許
連
接
（
承
知
の
同
乗
者
を
含

む
）
に
よ
る
畢
故

▽
飲
酒
運
転
（
承
知
の
同
乗
者
を
含
む

）
に
よ
る
事
故

▽
地
霞
そ
の
他
異
常
な
天
災
に
よ
る
事

故
▽
自
動
車
教
習
所
や
エ
腸
内
な
ど
一
般

の
交
通
の
た
め
に
関
放
さ
れ
て
い
な

い
場
所
で
の
事
故

∧
見
舞
金
の
請
求
＞

次
の
番
類
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え

役
場
庶
務
課
に
お
い
で
下
さ
い
。

▽
交
通
事
故
証
明

∇
医
師
の
診
断
書

▽
交
通
共
済
の
領
収
書
（
黄
色
の
紙
）

▽
交
通
事
故
証
明
の
と
れ
な
い
自
擬
革

で
の
転
倒
等
は
、
役
場
に
あ
る
用
紙

に
日
韓
者
2
名
の
証
明
を
つ
け
て
提

出
し
て
下
さ
い
。

ヽ
！
、
ノ
、
．
・
、
｛
．
i
、
．
．
・
、
′
・
．
．
′
、
．
・
・
・
）
－
．
．
〝
，
、
、
！
、
ノ
、
．
・
、
l
！
，
′
、
～

…
糊
歳
以
上
の
方
は
町
で
掛
金
を
負
担
…

一
l
′
l
t
I
．
；
．
1
－
・
・
・
．
l
l
”
．
．
・
ノ
ヽ
こ
．
．
ヽ
／
、
・
′
ヽ
・
．
．
l
I
．
・
・
子
1
．
．
．
．
－
．
j
t
、

昭
和
5
2
年
1
0
月
1
日
現
在
で
満
7
0
歳

以
上
の
方
は
、
町
で
掛
金
と
出
資
金
を

負
担
し
ま
す
の
で
無
料
で
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
そ
の
手
続
き
も

町
で
い
た
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
用

紙
に
は
記
入
な
さ
ー
急
い
で
下
さ
い
。
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会期　9月15日～10月11日

会場　西日本総合展示場

教育委員会、中央公民館へのお電話は（3）1355－1356

遠
賀
町
食
生
活
改
善
実
践
活
動
母
体

緑

黄

会

が

発

足

本
組
織
は
遠
賀
保
健
所
食
生
活
改
善

推
進
教
室
修
了
者
が
自
主
的
に
集
り
、

今
後
の
本
町
の
食
生
活
改
善
に
つ
い
て

皆
ん
な
で
話
し
合
い
、
そ
の
名
も
緑
黄

野
菜
を
食
卓
に
談
極
的
に
と
り
入
れ
て

も
ら
う
と
い
う
、
推
進
悲
願
か
ら
緑
黄

会
と
名
づ
け
ら
れ
、
去
る
1
月
4
日
遠

賀
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
遠
賀
保
健

所
長
、
町
長
、
町
教
育
長
臨
席
の
も
と

み
し
め
、
新
し
い
仲
間
を
つ
く
り
食
生

活
改
善
実
践
の
輪
を
ひ
ろ
げ
ろ
こ
と
に

全
力
を
あ
げ
る
こ
と
を
蓉
い
ま
す
。

昭
和
5
2
年
7
月
4
日

遠
貨
町
食
生
活
改
善
推
進
会

（緑黄会）

ス
ロ
ー
ガ
ン

正
し
い
食
生
活
の
改
善
と
聾
及
に
努

み
ん
な
で
振
り
組
も
う

「
同
和
の
学
習
」

「
同
和
問
題
の
こ
と
は
、
も
う
よ
く

わ
か
っ
て
い
る
」

「
自
分
は
何
も
差
別
し
て
い
な
い
の

に
、
な
ぜ
同
和
問
題
に
つ
い
て
学
習

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
し

こ
ん
な
こ
と
ば
を
、
日
常
の
話
し
合

い
や
会
合
な
ど
で
よ
く
聞
き
ま
す
。

同
和
問
題
の
学
習
は
、
「
部
落
」
に

に
盛
大
に
発
会
式
が

開
倣
さ
れ
ま
し
た
。

青
書
口
並
び
に
ス
ロ
ー

ガ
ン
、
役
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

宣
　
言

昨
今
、
食
生
活
は

美
食
化
さ
れ
る
一
方

急
速
な
社
会
の
発
展

に
伴
っ
て
ィ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
へ
の
風
説

カ
し
よ
う
。

乳
製
品
と
緑
黄
野
菜

を
食
卓
に
。

私
達
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
構
神
に
徹
し

み
ん
な
で
手
を
つ
な
い

で
、
食
生
活
改
善
の
輪

を
ひ
ろ
げ
、
こ
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
実
現
に
つ
と

め
よ
う
。

対
す
る
誤
っ
た
考
え
を
た
だ
す

と
と
も
に
、
都
落
差
別
が
、
な

お
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実

に
目
を
む
け
、
輿
に
差
別
の
な

い
社
会
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め

の
学
習
だ
と
い
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
民
主
主
義
社
会
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
人
間
と
し
て
、
み
ん
な

の
力
で
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
幸
せ

に
生
き
る
権
利
（
基
本
的
人
権
）
が
尊

重
さ
れ
、
そ
れ
が
現
実
の
社
会
の
中
で

し
っ
か
り
守
ら
れ
て
い
く
た
め
に
努
力

す
る
賓
任
が
あ
り
ま
す
。

今
日
、
最
も
人
権
が
侵
害
さ
れ
、
市

民
的
権
利
が
不
完
全
に
し
か
保
障
さ
れ

て
い
な
い
「
部
落
」
の
問
題
を
ぬ
き
に

し
て
、
民
主
主
義
は
あ
り
得
な
い
と
冨

｝
　
　
ゎ
れ
れ
る
の
も
こ
こ
に
あ
る
の

が
高
ま
り
、
家
庭
の
味
が
忘
れ
ら
れ
食

種
の
基
本
で
あ
る
楽
し
さ
、
磐
か
さ
と

栄
饗
の
バ
ラ
ン
ス
が
そ
こ
な
わ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

健
蝶
な
町
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
私
達

の
家
庭
と
地
域
か
ら
食
生
活
を
見
画
す

連
動
を
展
開
し
。
健
康
は
食
生
活
の
改

善
か
ら
〟
を
合
言
葉
に
私
達
推
進
員
が

み
ん
な
と
手
を
つ
な
ぎ
愛
情
こ
め
て
実

践
し
、
私
達
の
家
庭
と
町
の
発
燦
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
の
基
本
で
あ
る
健
康
の
尊
さ
を
か

役
　
員

会
　
段
　
小
川
　
初
江
（
末
　
寺
）

副
会
長
∴
∴
織
田
　
静
子
（
遠
賀
川
）

〃
　
　
　
占
郵
恵
美
子
（
木
　
守
）

（
郵
務
局
）
遠
賀
町
役
場
厚
生
課

（
参
　
与
）
遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課

本
年
も
相
当
数
の
推
進
教
室
の
受
講

生
も
あ
り
、
会
員
数
も
増
え
つ
つ
あ
り

ま
す
の
で
、
内
外
に
わ
た
り
充
実
し
た

活
動
が
な
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
き
て
い
る
社
会
　
当
山

に
は
、
た
く
さ
ん
の
差
別
が
あ
∴
　
i
演

舞
締
瀧
翻

れ
ら
が
私
た
ち
の
人
間
と
し
て
・
T

の
生
き
ろ
曹
び
と
幸
せ
を
破
か
い
し
て

い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
差

別
と
関
連
し
て
、
生
活
の
実
態
の
な
か

で
、
社
会
慧
誠
と
し
て
の
差
別
が
最
も

集
中
的
に
存
在
し
て
い
る
所
が
「
部
落

」
な
の
で
す
。

同
和
問
題
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と

は
、
単
に
「
部
落
」
に
つ
い
て
の
知
識

を
得
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
部
落
差
別

を
な
く
す
た
め
に
何
を
し
た
ち
ょ
い
か

も
の
の
見
方
、
考
え
方
を
し
っ
か
り

身
に
つ
け
、
こ
れ
ら
の
差
別
を
に
く
み

差
別
を
許
さ
な
い
人
間
に
な
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
部
落
差

別
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
切
の

差
別
を
な
く
し
、
本
当
に
民
主

主
義
社
会
に
生
き
る
に
ふ
さ
わ

し
い
人
間
と
な
る
た
め
に
は
、

現
実
の
整
別
の
問
題
を
正
し
く

認
識
す
る
学
習
を
す
る
こ
と
が

大
切
な
わ
け
で
す
。

同
和
関
越
の
こ
と
は
よ
く
わ

か
っ
て
お
り
、
差
別
も
し
て
い

な
い
か
ら
学
習
し
な
い
の
で
は

な
く
、
本
当
に
差
別
を
許
さ
な
い
人
間

に
な
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
同
和
の
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

態
法
第
九
十
七
条

〔
基
本
的
人
権
の
由
来
特
質
〕

こ
の
態
法
が
日
本
国
民
に
保
障
す
る

基
本
的
人
櫛
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た

る
自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
で
あ
っ
て

こ
れ
ら
の
権
利
は
、
過
去
幾
多
の
試
練

に
堪
え
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
対

し
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権

利
と
し
て
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

泣
き
寝
入
り
せ
ず
に

検
察
審
査
会
へ
相
識
を

皆
さ
ん
の
な
か
に
、
詐
欺
、
お
ど
し

交
通
郵
政
な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ

た
方
や
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
方

で
、
検
事
が
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け

て
く
れ
な
い
。
つ
ま
り
不
起
訴
処
分
は

ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

こ
ん
な
不
満
を
も
っ
て
い
ろ
方
は
検

察
審
査
会
に
不
服
申
立
て
が
で
き
ま

す
。
犯
罪
を
告
訴
、
告
発
し
た
方
や
犯

罪
に
よ
っ
て
被
害
を
う
け
た
方
は
泣
き

寝
入
り
し
な
い
で
不
服
申
立
て
を
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
万
で
も

検
導
の
不
起
訴
処
分
に
納
得
で
き
な
い

と
き
は
、
気
軽
に
検
察
審
査
会
密
務
局

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
立

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た
く
守
ら

れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
小
倉
検
察
審
査
会
郵

務
局
（
小
倉
北
区
金
田
一
丁
目
福
岡
地

裁
小
倉
支
部
内
、
秘
話
北
九
州
5
6
1

の
3
4
3
1
番
）
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さい。新
し
い
中
国
を
み
よ
う

中
華
人
民
共
和
国
展
覧
会
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火　災　救

発　生状況
（7月まで）

みなさ　んの役場です　電話（3）1234

老
人
検
診
を

実
施
し
ま
す

満
6
5
韻
以
上
の
老
人
の
方
を
対
象
に

心
身
の
健
康
の
保
持
及
び
生
活
の
安
定

の
為
に
今
ま
で
は
町
公
民
館
で
隼
に
3

～
4
回
実
施
し
て
来
ま
し
た
が
、
本
年

度
よ
り
区
の
公
民
館
を
選
定
し
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
御
利
用
さ
れ

ま
す
よ
う
連
絡
致
し
ま
す
。

∇
別
府
、
千
代
丸
、
今
古
賀

1
0
月
4
日
、
別
府
公
民
館

▽
上
別
府
、
木
守

n
月
1
日
、
木
守
公
民
館

▽
浅
木
、
老
良

1
2
月
6
円
、
浅
木
公
民
館

∇
虫
生
津
、
碧
発
令
、
東
町
、
西
町

1
月
（
未
定
）
、
虫
生
津
公
民
館

▽
遠
賀
川
、
新
町

2
月
7
日
、
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
旧
伴
、
広
漠
、
松
ノ
木
、
通
簡

3
月
7
日
、
広
渡
公
民
館

な
お
検
診
時
間
は
各
地
区
と
も
1
0
時

か
ら
1
4
時
ま
で
で
す
。

第
1
2
回
遠
賀
町
民
体
育
祭
開
催

の
お
知
ら
せ

今
年
度
も
恒
例
の
町
民
体
育
祭
が
次

の
通
り
陶
磁
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
地
区

と
も
多
数
参
加
さ
れ
ま
す
様
お
願
い
し

ます。
期
日
　
1
0
月
同
日
（
月
）
体
育
の
日

会
場
∴
避
賀
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

消
防
1
1
9
コ
ー
ナ
ー

身
の
回
り
の
危
険
物
の

安
全
な
取
扱
と
保
管
方
法

私
達
の
日
常
生
活
は
、
ガ
ス
、
ベ
ン

ジ
ン
、
灯
油
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
塗
料
な

ど
数
多
く
の
危
険
物
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
い
づ
れ
も
生
活
必
需
品
で
す
が
、

慣
れ
か
ら
の
安
易
な
保
管
や
取
扱
い
は

危
険
で
あ
り
、
思
わ
ぬ
災
害
に
つ
な
が

り
ま
す
。

安
全
な
取
扱
い
と
保
管
方
法
に
十
分

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

o
ボ
ン
ベ
に
直
射
日
光
が
あ
た
ら
な
い

よ
う
に
し
、
転
倒
防
止
の
た
め
チ
ェ

ー
ン
等
で
固
定
す
る
。

e
配
管
の
継
手
は
、
石
ケ
ン
水
を
ぬ
っ

て
ガ
ス
洩
れ
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

。
摂
る
副
や
外
出
時
に
は
、
必
ず
元
栓

を
し
め
ま
し
ょ
う
。

燃

　

え

　

な

　

い

火
車
を
出
さ
な
い
、
自
分
の
家
を
燃

や
さ
な
い
た
め
に
は
、
日
頃
の
燃
え
な

い
工
夫
と
環
璃
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

燃
え
な
い
環
雛
を
つ
く
る
た
め
に

▽
居
間
　
防
炎
カ
ー
テ
ン
を
取
付
け
、

壁
や
天
井
に
は
防
火
性
の
あ
る
も
の

を
用
い
ま
し
ょ
う
。

▽
台
所
　
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
囲
に
鉄
板

な
ど
を
張
り
、
コ
ン
ロ
の
上
の
班
は

引
火
性
液
体

o
密
閉
し
た
蓉
器
に
入
れ
て
低
温
の
場

所
に
保
管
す
る
。

。
通
気
や
換
気
を
よ
く
し
、
火
気
の
近

く
で
は
取
扱
わ
な
い
。

o
燃
焼
器
具
は
必
ず
消
火
を
確
め
て
か

ら
給
油
す
る
。

ス
プ
レ
ー
式
製
品

o
火
気
や
苗
射
日
光
を
避
け
た
場
所
に

置
く
。

o
火
の
そ
ば
で
は
絶
対
に
使
用
し
な
い

。
使
用
済
の
容
器
は
、
た
き
火
や
麗
却

炉
に
捨
て
な
い
。

。
放
出
バ
ル
ブ
か
つ
ま
っ
た
時
は
、
熱

湯
を
か
け
た
り
、
火
で
あ
ぶ
っ
た
り

は
絶
対
に
し
な
い
。

環
　
境
　
を

一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
間
隔
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

▽
浴
室
　
題
実
の
通
る
壁
の
部
分
に
は

「
め
が
ね
石
」
を
入
れ
て
過
熱
を
蛎

ざ
ま
し
ょ
う
。

▽
家
の
周
囲
の
整
理
　
木
箱
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
な
ど
を
放
置
し
て
放
火
の
材
料

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

急

賞
品
⊥
詰

☆
募
　
集
　
中

※
遠
賀
町
勤
労
者
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
員

町
内
在
住
の
勤
労
者
を
対
象
に
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
都
貝
を
舞
楽
し
て
い
ま

す
。
年
令
、
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
好
き
な
方
、
や
っ

て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
は
練
習

日
に
お
い
で
下
さ
い
。

練
習
日
時
　
毎
週
火
曜
、
木
曜

午
後
1
時
～
9
時
5
0
分
ま
で

掲
所
　
遠
賀
中
学
校
体
育
館

部
長
　
毛
利
薗
夫
　
⑧
0
7
1
6

※
事
球
ク
ラ
ブ
会
員

卓
球
に
興
味
の
あ
る
方
、
や
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ろ
方
は
、
気
軽
に

入
会
下
さ
い
。

練
習
日
時
　
毎
週
水
曜
、
金
曜

午
後
7
時
0
0
分
～
9
時

場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

対
象
　
萬
校
生
以
上

指
導
　
原
善
治
先
生

会
費
　
1
カ
月
三
百
円

申
込
　
練
習
日
に
直
接
お
い
で
に
な

る
か
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

に
認
諾
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

感
話
⑨
1
3
5
5

※
福
岡
県
青
年
の
船
、
団
員
と
班
轟

今
年
度
も
背
年
の
船
の
団
貝
と
班
長

を
次
の
と
お
り
募
貸
し
ま
す
の
で
、

乗
船
を
喬
望
さ
れ
る
方
は
申
込
ん
で

下
さ
い
。

▽
趣
旨
　
県
内
の
青
年
を
「
青
年
の
船

」
に
乗
船
さ
せ
、
中
国
の
実
情
を

参
観
し
、
中
国
昔
年
と
の
交
歓
に

よ
り
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
さ
ら

に
研
修
、
団
体
生
活
を
通
し
て
連

帯
憲
韻
を
向
掲
し
、
国
際
的
視
野

を
広
め
、
郷
土
発
展
の
た
め
に
努

力
す
る
健
全
な
福
岡
県
青
年
を
育

成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ます。

▽
応
募
資
格

・
団
員
　
昭
和
5
2
年
4
月
1
日
現
在
、

蒲
柳
歳
以
上
飾
綾
未
満
（
昭
和
飾

年
4
月
2
日
－
3
2
年
4
月
1
日
ま

で
に
出
生
の
勤
労
者
。
男
女
の
別

は
問
わ
な
い
）

・
班
長
　
昭
和
裁
年
4
月
1
日
現
在
、

渦
動
戴
以
上
3
2
歳
未
満
の
男
女
。

但
し
、
次
に
か
か
げ
る
職
業
に
つ

い
て
経
験
を
有
し
、
現
に
そ
の
一

つ
に
従
導
し
て
い
ろ
者
。

ア
　
青
年
団
体
ま
た
は
青
少
年
育
成

団
体
の
指
導
者
。

ィ
　
市
町
村
の
青
少
年
機
関
で
現
に

そ
の
職
に
従
畢
し
て
い
る
者
。

▽
募
集
期
間

臓
和
裁
年
9
月
1
日
～
9
月
0
0
日

▽
応
募
先
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

▽
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
教
育
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

砥
詣
③
1
3
5
5

※
東
京
消
防
庁
消
防
吏
員

詳
細
は
、
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町

1
丁
目
3
番
5
号
、
東
京
消
院
庁
人

事
部
人
事
課
、
唱
詣
　
0
3
（
2
1

2
）
2
1
1
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さい。



第203号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報「おんが」（8）

乳　児　相　談

国民年金は、毎月月末が納期限です

田
園

予
防
撰
理
法
の
改
正
に
よ
り
、
接

種
・
投
与
の
前
日
か
ら
一
週
間
前
に

印
鑑
持
参
の
う
え
、
役
場
で
問
診
票

を
受
け
取
り
、
接
種
・
投
与
の
当
日

持
参
下
さ
い
。
問
診
票
を
受
領
さ
れ

な
い
と
予
防
接
頭
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん。
※
生
ワ
ク
（
急
性
灰
白
斑
炎
）

▽
期
　
日
　
同
月
5
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

投
与
　
輪
時
0
0
分
～
鳩
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館
（
郵

便
局
横
）

▽
対
象
者
　
3
カ
月
～
1
8
カ
月
児

▽
接
種
方
法

生
後
3
カ
月
～
1
8
カ
月
の

間
に
6
週
間
以
上
の
間
隔

を
お
い
て
2
回
投
与

▽
持
参
品
　
問
診
票
・
母
子
手
帳

※
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（
二
種
混
合
）

▽
期
　
日
　
1
0
月
4
日
（
火
）

1
0
月
鮪
日
（
木
）

n
月
2
5
日
（
金
）

1
2
月
柳
日
（
火
）

∇
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
接
種
方
法

▽
持
参
品

受
付
　
1
3
時
的
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

遠
賀
町
公
民
館
別
館

第
1
期
　
生
後
狐
～
低
カ

月
児

第
2
期
　
第
1
期
終
了
後

1
2
～
1
8
カ
月
経
過
の
幼
児

第
l
期
　
4
回
の
う
ち
い

づ
れ
か
3
回
撲
謹

第
2
期
　
4
回
の
内
い
づ

れ
か
l
回
接
種

問
診
票
、
母
子
手
帳

一座

▽
期
　
日
　
9
月
は
乳
児
一
斉
検
診
と

薬
ね
て
行
な
い
ま
す
。

1
0
月
は
Ⅳ
日
（
月
）
で
す

∇
時
　
間
　
1
0
時
～
日
時
3
0
分

∇
対
象
者
　
1
歳
未
満
児

∇
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳

※
乳
児
一
斉
検
珍

▽
期
　
日
　
9
月
鳩
目
（
月
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

検
査
　
輪
時
5
0
分
～
1
4
時

50分

▽
対
象
者
　
1
議
未
満
児

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館
（
郵

便
局
横
）

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
　
乳
児
の
こ
と
に
つ
い
て
よ

く
わ
か
る
保
護
者
が
同
伴

し
て
下
さ
い
。

※
言
ガ
ン
検
膨

▽
期
　
日
　
1
0
月
2
1
日
（
金
）

∇
時
　
間
　
9
時
0
0
分
か
ら
（
1
0
時
5
0

分
ま
で
に
受
付
を
済
ま
せ

て
下
さ
い
）

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
役

場横）

▽
費
　
用
　
二
千
四
百
円
（
内
千
円
を

町
が
補
助
し
ま
す
）

∇
定
　
員
　
百
名

▽
申
し
込
み
場
所

役
場
厚
生
課
衛
生
係

▽
申
し
込
み
期
限

9
月
2
1
日
か
ら
。

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

申
し
込
み
は
印
鑑
と
千
四
百
円
を
添

え
て
直
接
窓
口
ま
で

※
狂
犬
病
予
防
注
射

秋
期
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と
お

り
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
犬
を
飼
っ

て
い
る
人
は
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

注
射
、
登
録
を
し
て
な
い
犬
は
野
犬

と
見
な
し
て
捕
獲
致
し
ま
す
。

注
射
当
日
不
用
犬
の
引
き
取
り
も

致
し
ま
す
の
で
事
前
に
お
知
ら
せ
下

さ
る
か
、
会
場
ま
で
持
参
下
さ
い
。

∇
日
　
時
0
1
0
月
日
日
（
火
）

的
時
I
n
時
5
0
分

虫
生
津
公
民
館

1
3
時
釦
分
～
1
5
時
5
0
分

浅
木
小
学
校

0
m
月
1
4
日
（
金
）

1
0
時
－
∴
日
時
0
0
分

島
門
小
学
校

1
3
時
3
0
分
～
鳩
時
0
0
分

役
場
車
庫
前

追
加

○
同
月
勝
目
（
土
）

1
0
時
～
Ⅱ
時
5
0
分

役
場
車
庫
前

▽
料
　
金
　
注
射
料
　
六
百
五
十
円

登
録
料
　
三
百
円
（
春
に

注
射
を
済
ま
せ
た
人
は
不

用）

※
町
指
定
ゴ
ミ
護
の
瓶
荒
に
つ
い
て

現
在
遠
賀
町
で
は
ゴ
ミ
の
無
届
級
出

を
防
止
す
る
た
め
、
役
場
指
定
の
ゴ

ミ
袋
を
各
区
、
組
長
、
婦
人
会
、
母

子
会
等
を
通
じ
て
販
売
し
て
い
ま
す

の
で
御
利
用
下
さ
い
。
各
区
、
組

長
、
婦
人
会
、
母
子
会
等
で
取
り
扱

っ
て
い
な
い
地
区
の
方
は
、
衛
生
係

で
百
枚
単
位
、
一
枚
的
円
で
販
売
致

し
ま
す
。

サ
イ
ズ
6
3
餌
×
7
0
億
厚
さ
〇
、
〇
浅
さ

○
各
区
ゴ
ミ
袋
取
扱
い
者

島
　
津
　
母
子
会
　
舛
添
ヤ
チ
ョ

若
　
松
　
婦
人
会
　
金
時
カ
ズ
ヱ

鬼
　
津
∴
婦
人
会
　
合
土
チ
ヨ
ノ

尾
　
崎
　
区
　
長
　
田
中
　
薄
明

別
　
府
　
母
子
会
　
畠
田
ト
モ
エ

〃
　
　
母
子
会
　
泉
原
キ
ミ
コ

今
古
賀
　
母
子
会
　
賽
　
タ
カ
ノ

松
の
本
　
個
　
人
　
柴
田
　
清
子

遠
賀
川
　
区
　
長
　
田
中
　
啓
次

新
　
町
　
区
　
長
　
永
清
　
　
正

旧
　
停
　
区
　
長

広
　
漠
　
個
　
人

道
　
管
　
個
　
人

遠
賀
団
地
組
　
長

〃
∴
∴
紅
一
点

木
　
守
　
婦
人
会

浅
　
木
　
母
子
会

東
和
苑
　
組
　
長

虫
生
活
　
個
　
人

東
　
町
　
区
　
長

西
　
町
　
区
　
長

上
別
府
　
個
　
人

宅
　
良
　
婦
人
会

枝
沢
　
忠
言

柴
田
　
政
子

山
下
　
幸
男

中
嶋
　
治
夫

浜
田
　
光
典

木
村
美
智
子

仲
野
千
代
子

伸

　

　

強

峯
　
　
シ
エ

木
野
　
国
籍

石
田
　
　
茂

安
藤
∴
商
店

田
中
　
早
苗

※
県
下
一
斉
ゴ
ミ
不
法
投
棄
防
止
週
間

郷
土
は
私
達
の
宝
で
す
。
も
っ
と
美

し
い
、
住
み
よ
い
町
に
致
し
ま
し
ょ

う
。
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
現
場
を
見

つ
け
た
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
注
意

を
聞
か
な
い
よ
う
だ
っ
た
ら
、
不
法

投
棄
者
の
名
前
・
革
の
ナ
ン
バ
ー
等

を
確
認
し
て
、
役
場
衛
生
係
ま
で
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

▽
期
間
　
9
月
2
1
日
～
9
月
物
日

表
　
　
　
紙

広
漠
小
学
校
に
プ
ー
ル
が
で
き
ま

した。夏
休
み
最
中
の
8
月
1
9
日
、
プ
ー

ル
開
き
が
と
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
肌
寒
い
お
天
気
で
し
た
が

子
供
た
ち
の
安
全
を
願
っ
て
神
事
が

行
な
わ
れ
、
遠
賀
那
消
防
署
の
模
範

水
泳
が
ひ
ろ
う
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
広
漠
小
学
校
の
児
童
が
待
ち
に

待
っ
た
プ
ー
ル
の
完
成
に
、
歓
声
と

水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。


